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苏

猞(

八
七
〇.〕

雜

鉍

八

十

年

代

の

英

國

社

肴

生

義
.

, 

笫

六

號

1

1

0

ィ
ン
タ
ア
ナ
シ
ョ
ナ
ル
を
支
配
し
たM

a
r
x

の
患
想
は 

H
y
n
d
m
a
n

を
通
じ
て
英
國
に
お
い
て
そ
の
恶
礎
を
下 

ろ
し
、H

e
n
r
y

 

G
p
o
r
g
e

 

,の
土
地
國
有
論
は
、
‘之
ょ
り 

出
雜
し
たFabian s

o
c
i
e
t
y

を
生
む
こ
と
^
ょ
つ
て
焚

國
特
有
の
社
#
主
義
を
生
む
こ
ビ
に
な
つ
た
の
であ

る
？
，'. 

:
.

附
記
、
以

上

は

跟|:
八
十
华
.代
英
國
社
會
主
菝
祓
活
の
背
设
レ
語 

つ
た
に
止
ま
つ
て
ゐ
る
が

^

雜
^

編
^

の
都
合
上
、
本

論

は

之|:
て 

.

.
終

り
？:
-？

、.と
と
し
、
八
十
印
代
の
社
脅
生
菸
に
つ
い
て
は
抵
に
榀
，
 

か
|£
め
ズ
誼
者
骼
対
に
目
見
へ
る
で
あ
ら
ぅ
。
第
四
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小
染
敎
授
捋
濟
勘
餽
と
社#

思

想

第
1.1
草
等
を
參
服
し
?:

0)

■

.

(

一
九
ニ
7
ガ
九)

,

國
家
機
镏

e

 
ニ
大
分
岐

(

こ、完

)

.

奧

井

復

太

郞

，

\

:

四

’

:

I.

.

從

來

の

議

會

紐

織

が

そ

の

社

會

的

職

務

遂

行

^

失

敗
 

し

か

く

て

生

也

る

議

會

制

度

^

對

す

る

幻

滅

の

原

因

を 

究

め

ん

が

爲

办

に

视

存

の

楚

等

翁

度

に

加

へ

ら

れ

た

る
 

,

ゥ

エ

ッ

ブ

•の

批

剑

は

當

然

彼

が

提

案

せ

る

改

革

の

前

提 

j

を

な

す

も

の

な

り

。

即

國

家

職

務

ど

s g
め

ら

る

、

に
至 

ぅ

れ

る

多

種

多

樣

の

事

務

の

整

理

は

國

家

機

園

の

改

造
 

I
を

必

要

ど

す

る

に

至

れ

り

。

ク

ユ

ッ

ブ

は

國

家

職

務

を 

-

性

質

的

に

ニ

大

分

別

し

之

れ

に

對

し

て

ニ

個

の

特

殊

の
 

.

國

家

機

關

を

設

立

し

此

の

1

一

猶

の

組

織

に

國

家

職

務

を 

分

擔

せ

し

め

以

て

國

家

の

圓

滑

及

び

業

績

を

計

ら

ん

W

 

す

る

^
P
0
&

O

『

社
- #

組

織

を
{

一

K

全
，にE

主

化

す

可

く

改

革

す

る
k

:

當
A
て

國

民

的

集

會

或

は

議

#

に

關

し

て

は

厳

密

な

る
 

ン
意
味
に
於
て
政
治
的
政
府
ビ
云
ふ
可
き
も

の
を
社
&
的 

產
業
的
管
理
の
支
配
ビ
區
別
し
之
れ
を
斷
然
ど
分
離
せ 

し

む

务

は

最

も

必

要

の

事

な

，べ
し
。
祉

會

主

義

者

の

常 

«
の
ロ
物
を
用
ふ
る
な
ら
ば
人
に
對
す
る
政
治
は
物
の 

.

管
理
ビ
差
別
せ
ざ
る
可
か
ら
ず
，？
陸
衝
ビ
海
策
法
律
ぐ」

:

刑
罰
逛
^

#

王
的
獨
裁
« -

等
.

、ヒ
結
合
し
て
殆
^

離
る
V

 

I:

事

な

き

菩

人

の

國

家

觀

念

は

斑

主

的

社

會

^
於
て
は
一
一

分
に
分
削
せ
ら
る
、
を
：必
要
.ビ
す
0'
吾
人
が
.國
防
國 

際
關
係
及
.司
法
：に
關
し
て
私
歡
的
民
主
主
義
‘ビ
稱
す
る 

V
i
:の
は
、
ft
會
の
：生
活
す
る
字
段
れ
^v

機
關
た
る
產
業 

,並
^
勸
務
0
國
家
#
管
棠
を
.委
托
：サ
ら
る
可
§
吾
人
の 

.

.呼
ん

で

社

.#
的
民
生
在
義
ビ
な
'す
も
の
ょ
令
離
別
む
て
. 

存
在
す
&
必
迆
あ
り
、
前
.者
の
職
務
はV

e
r
w
a
l
t
a
n
g

又 

は a

c.toritd r

cs'-alienhe 、.

即
治
安
的
權
カ(POHCe 

power). 

後
者
の
職
務
は
.wirtschaft .

又
は
，
.

g
e
s
t
i
o
n

即
經
濟 

(housekeeping)

な
^n

。
從
て
、
來
る
可
き
‘共
同
的
货
會

■•
第
十
五
怨
.
.
.

(

八
.
^

1' ;
)

.•
'養
：
：：
德

--
.
\
;國家
機
能
の
こ
.

が

有

す

る

所

は

，
唯

^

V

個

の

國

民

的

集

#

に

非

ず

し

て 

■

個

々

各

自

.の

嫌

分

を

有

せ

る

 

一
一
■

の

國

會

た

る

可

く

然 

■

も

是

等

兩

者

は

，勿

論.後

^

述

ベ

ら

る

、

が

如

く

相

互

關' 

メ

係

を

有

せ

ざ

る

も

の

に

は

#

ざ

れ

共

同

時

に

同

等

の

獨 

立

せ

る

存

在

に

し

て

兩

者

k

つ

い

て

は

何

等

先

後

の

關 

\

係

あ

る

事

な

し

。
吾

人

は

.
下

院

〈
H
o
u
s
e

 

o
f

 

c
o
m
m
o
n
s
)

 

テ

が

分

割

せ

ら

れ

て

を

の

權

カ

職

務

に

，關

し

て

、

一
は
刑 

一；
法

及

び

吹

治

的

注

權

他

は

經

濟

的

社

會

的

管

理

を

司

る 

\ 

ニ

個

の

等

格

の

國

民

議

會

ビ

な

る

の

一

齋

を

以

て

單

に 

\

現

在

の

如

&

議

會

事

務

の

充

溢

を

救

濟

す

る

有

效

な

る 

一

礙

法

な

り

s

l

i
tf
る

の

.
み

な

ら

す

又

以

て

私

的

資

本

家
 

|
.
を

排

除

し

て

漸

次

完

成

化

向

ひ

つ

つ

社

&

が

之

{(
:
替 

•ら
ん
ビ
す
る
根
本
例
條
#
な

り

ビ

認
む
る
な
ぅ
。』

ハ> 

C
o
n
s
t
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t
u
t
i
o
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T
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ょ
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等

二

種

類
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民

主

的

國

家

機

■

.、
關

ば

政

治

議

會
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P
O
I
i
t
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第

十

玉

卷(

八
七
ニ )

へ
雜「

. M

襴
家
榴
能
の
二
丄

■'(
s
o
d
a
l
: parKament

)

の
南
潘
に
し
て
前
者
に
於
て
管
掌 

せ
ら
る
可
&
職
務
は
外
交
、
國
.防

、
，海

外

屬

領

關

係
V 

:治
安
:̂
び
司
沬
等
^
し
て
.『

耍
す
る
に
其
は
を
0
範
圍 

R
於
て
マ
ル
ク
ス
'が
年
港
き
時
代
に
於
て
認
め
し
が
如 

き
、
又
べ
ン
ナ
:ム
學
徒
及
び
マ
ン
チ
二
ス
タ
j
學
派
に
依」

 

て
鐵
力
れ
た
る
か
如
き
全
國
家
と
最
も
密
接
に
吻
合
す
一 

る
も
の
な
る
ベ
'し』

(

同 

一
一
ニ
H:)
而
し
て
政
治
議
會「

一
 

:.の
組

織

，は

そ

の

性

質

上
fr
t

:#
議

會
:̂
等

し

ぐ

共

に

「

居

\ 

仗」

を

以

て
^

ー

の

躍

皋:#
格

ビ

す

る

全

國

民

に

ょ

つ 

.て
直
接
^
選
出
せ
ら
る
>
議
會
..及
.'び
そ
か
齡
會
^
依

て
： 

設
け
ら
る
る
行
政
部
と
ょ
り
成
る
も
の
な
る
が
哥
人
は； 

寧
^
次
に
述
ぶ
可
き
社
會
議
會
並
び
に
乙
の
兩
議
.
の

\ 

交
渉
を
明
か
に
せ
ん
ビ

欲
す
る
を
以
て
政
治
議
會
に
就| 

て
は
是
れ
以
上
に
言
及
せVI-

る
'

べ
し
。

,

■
五

.；
. 

：.

.

K
に
®
會
議
會
並
び
に
そQ

行
政
部
に
•依
て
行
は
，る 

可
き
斓
家
«
務
姑
调
絮
の
摄
會
的
經
濟
御
游
働
に
.對
し
ン
. ン

分
岐
. 

第

六

號

ニ

ニ 

'
て
時
々
必
要
ビ
せ
ら
令
る
國
家
的
歡
督
を
司
る
も
の
に 

し
て
。

•『

菩
人
は
此
國
家
機
關
に
現
在
p

o

iに
委
ね
ら
れ 

:
た
る
、
財
產
に
對
す
^
の
み
な
ら
ず
課
稅
に
ょ
る
凡
て 

|

の
權
力
を
委
ね
ん
ど
す
る
も
の
に
し
て
從
て
そ
の
1'
;; 

:■の
中
に
は
凡
て
の
土
地
、
礦
山
水
路
並
び
に
海
岸
の
絕 

て
對
的
所
有
權
に
關
し
て
は
土
地
收
用
權(

T
h
e

 

night.

of Eminent 

D
o
m
a
i
n
;

及
び
*如
何
な
る
場
合
に
楚
等
財 

'
產
物
件
或
は
生
產
機
具
に
就
て
疋
當
ど
M
考
せ
ら
る
可 

\ 

&
-M
償
ビ
條
件
の
下
に
個
人
所
省
者
の
肌
有
權
を
収
# 

す
る
必
要
*•
る
や
を
決
定
す
る
責
任
ど
を
包
^
す
。
社 

會
議
會
は
同
時
に
現
花
の
公
共
的
勤
務
の
管
理
を
指
揮 

'

.し
篮
督
し
必
、要
に
應
じ
て
は
新
針
畫
を
遂
行
す
る
を
得
. 

可
し
。
勿
論
斯
く
の
如
き
は
祉
會
議
會
並
び
に
そ
の
行 

政
部
が
直
に
進
ん
で
全
闕
家
資
源
を
組
織
し
¥ 1
1:

會
の
余 

f
.務
及
び
康
業
を
當
理
す
る
に
至
る
^
しVJ.

唱
ふ
る
■も 

S'

R

#

る̂
ど
.梁
(4
::
史
に
姻
冷
の
場
合
^
於
け
る
現
在

の

所

有

者

蓮

荽

は

勞

働

寒

璧

の

悬

$

察

.：.；
並
び
I

の
行
.義

關

の

馨
 

>

す
る
事
な
し
に
之
れ
を
行
比
ん
ビ
す
る
を
意
味
す
る
も「

な
り
。
最
後
に
通
貨
物
«-
-
賃

料

0
1
:
^
€
5

)

將
來
に
對 

の
ぃ
に
も
非
す
。

©

人

の

主

張

-'
1
:る
所
は
.即
生
產
0
機

關

.：
：す
る
施
設
、
特
殊
必
耍
に
應
す
可
き
特
殊
财
源
の
1

,
 

.
が

社

會

の

響

ど

思

惟

す

る

方

法

に

從

て

所

有

さ

れ

$
 

並
び 

言

れ

雞

：せ
ら
る
可
き
.を
命
令
す
る
最
高
の
權
力
は|

•
に
必：

晋

際

し

て

は

國

攀

足

：|

ふ
可
き
租
、悅
武
,
 

課
稅
，©
榄
能
ビ
饼
せ
.て

:@
人

:0
理
解
す
る
が
如
き
現
在
：
，
等
の
施
設
を
抱
.含
す
る
_
家
歲
入
の
處
f

財
政
ぬ
® 

の
王
ず(

c
l
o
w
n
)

及
び
亂
會
の
^
火
®
ぬ』

る

可

き

に

務

yj

し
て
其
の
任
務
た
る
べ
し
。』

(

司
一
一
八

—

L 

:
#す
し
て
を
は
前
|1
の
政
治
議
會
の
.管
1举
す
る
職
務
ビ
：
|
.
.
:
.
1

->
<

\
0 

■'

何

證

係

な

き

、

一
個
の
：分
_

る

蠶

の

國

I

會

1
:

^

S

S

る
可
&

|
味
す
る
も
の
f

。_
斯
の
如
く
：I '

の
S

I

ぐ
る
必
要
を
視
す
.

|
議
會
5

選
出
せ 

し
て
國
家

0
經
濟
的
資
源
及
び
是
缭
資
源
を
利
用
す
可
一
ら
れ
た
る
常
置
委
員
鲁
が
各
部
專
^
の
姿
員
會
ど
な
つ 

き
業
の
最
高
支
配
に
加
ふ
る
に
小
兒
ク
心
及
羸
弱
考

.
て
事
f

:管
现
し
是
等
各
部
門
の
委
員
會
0-
間
に
は
起 

_
能
カ
者
並
び
纪
宠
燉
者
等
の
如
き
無
能
カ
者
に
對
す
1

の
部
門
の
.委
員
會
に
對
.し
て
責
任
を
.共
に
す
る
^
要
な 

る
全
公
共
施
設
を
も
1
括
ず
る
础
#
衛
生
：ビ
敎
育
、
運

し

。(

同
一
.
一
九
丨
.ー
_ニ
〇
見
參
照)

輸
交
通
€

通
信
、
科
學
硏
究
の
組
織
マ
美
術
と
文
學
、
音

'
.
.
.
以

上

雨

種

.の

國

民

議

會

は

共

に

等

位

0

幽
係
に
生
る
. 

樂

S
演
劇
娛
樂
ビ
欲
せ
ら
る 

>が
如

:/
^
宗
敎
等
の
獎
_

も
の
に
し
て
各
自
そ

.0
#
限
內
，>.
て
は
最
5
の
權
V 

2 

に
對
.す
る
施
設
等
、
0
¥

的
公
共
勸
務
ぼ
»:
會

讅

龠

'り
。
然
れ
共
完
全
.な
る
國
.務
遂
行

0:
:爲
め
^
は
兩
者
0
'

、

.第
屮
_
 

C.

八
I

し
：

_ 
.

0

.

鯓
家
機
能
0
:ニ

大

分

岐

ヘ

. 

I
魏

ニ

手



'

第

汁

馨

C

八
七
四)

糊

錄

；

國
家
機
能
.の
T
.
i岐 

協
力
を
必
要
S
す
る
は
當
然
R
し

て

か

'、

る

場

合

に

太

ぐ

合
同
委
員
會
又
は
協
議
會
等
の
機
關
に
ょ
つ
.て
其
.の
目 

的
を
計
る
可
し
•’
の

み

な

ら

^

一

 

方
0

行

隊

は

直

に

.
也
 

方
^
.影
響
す
る
も
の
に
し
て
：『

國
防
.又
.は
軍
[©
維
持
k 

關
し
或
は
：商
業
、
船
舶
航
海
、
移
说
、歸
化
等
の
問
題
.に 

就
で
外
國
ビ
の
交
涉
に
關
し
て
政
治
議
會
を
通
過
せ
る 

法
雜
は
霞
に
社
會
識
會
の
範
圍
及
び
其
の
承
認
の
ゼ
に
,
 

.在
る

諸

鄭

の

行

政

德

0
權
廉
內
，.の
產
業
及
^
勸
務
の： 

管
理
に
影
響
を
與
ふ
る
べ
く
、
又
反
對
に
是
等
行
政
團 

體
及
び
社
會
議
會
の
決
®
の
或
る
部
分
は
政
治
議
會
及
：
 

M

の
行
政
部
の
權
限
に
觸
る
る
事
ぁ
る
可
し
。
勿
論
ft 

の
事
情
ょ
.
6し
て

或

稱

の

、產

業

又

は

勸

務

5:
-組
織
1
、
 

新
制
度
?:
說
®
し
或
は
個
人
财
產
を
引
受
ぐ
る
が
如
き 

鴻
合
に
祉
會
議
會
は
事
前
に
.政
治
譲
.會
の
協
*
を
必
要 

ビ
す
可
し
ビ
規
定
す
る
も
の
.に
非
ず
0
然
れ
典
刑
法
の 

改
正
は
國
民
の
個
人
的
0'
由
忆
影
響
す
る
も
の
な
るが

：： 

故
.に
か 

>
,る
改
正
の
必
要
ビ
せ
ら
る
る
が
如
き
場
^
に

.

第
六
號
_
 

ニ

四
 

■

於

て

は

個

人

的

自

曲

に

對

す

る

此

種

の

侵

害

は

司

法

主
 

.
務

官

の

態

度

に

就

て

政

治

議

會

の

協

識

を

必

要

ど

す

可
 

し

？

小

兒

、

疾

病

、

瘋

嫋

に

對

す

る

#

令

的

保

酿

、
.
都 

市

其

他

の

地

方

官

廳

紀

ょ

る

秧

序

の

維

持

、

新

建

築

物 

\

，又

は

道

路

連

®

の

規

則

、
或

は

不

都

合

の

行

爲

ぁ

彡

た
 

|

る

自

由

職

業

者

(
p
r
a
c
t
i
t
i
o
n
e
r
s
)

を

職

業

登

記

簿

ょ

り 

削

除

す

る

事

、

等

^

關

し

公

典

的

勤

務

並

び

に

產

'業

の
 

:
一

般

的

經

營

に

必

要

な

る

新

し

き

罪

罰

を

設

く

る

細

則 

|

又

は

规

則

の

勿

き

ぱ

此

の

實

例_を

示

す

も

の

*
な

-
0\
。

新 

し

き

罰

則

を

规

定

す

る

是

等

の

規

則

は

個

人

の

自

凼

の
 

保

課

を

そ

の

一

職

責

と

す

る

司

法

主

務

官

の

前

に

提

供
 

.
せ

ら

る

可

S

も

司

法

主

務

官

は

政

：

治

議

會

k

對

し

て

冇 

\

實

な

：る

事

實

ょ

り

し

て

、

社

會

議

會

に

對

し

て

資

任
 

を

有

す

る

當

局

の

駆

.求

す

ふ

新

し

き

罰

則

，
^

趣

定

す

る
 

■:
:
■
則

又

は

规

則

は

或

ー

般

的

法

令

に

ょ

る

か

或

は

邡

の
 

承

認

の

特

別

決

議

を

求

め

る

事

に

侬

ヤ

、

立

法

的

行

政 

的

權

カ

が
| ]
:

會

的

又

は

職

業

的

に

.不

法

な

る

俊

害

を

加

ふ
る
に
當
T
個
々
の
0

0

の
自
尚
を
保
讓
す
る
職
務
を
. 

宥
す
る
政
治
議
會
の
權
威
を
經
纩
る
可
か
ち
ず
。』

(

同
"
,,
! 

f
r
l

三 

I

g

M

)

、
：
 

;

:

'

六
へ
:

.

.V

:;
:
.
:
:
:
.;
:

:

.

一

:'
斯
0

如
き
兩
議
會
の
交
涉
は
财
政
に
關
し
て
吏
に
重 

大
な
る
性
質
を
有
す
る
に
至
る
。
蓋
此
の
紐
織
に
於
て 

は
前
述
の
勿
く
則
政
^

.

關
す
る
權
能
は
悉
く
祉
#
議
會 

の
.

平
に
*

捉
せ
ら
れ
た
れ
ば
な
り
。

.

：

:

::
パ『

政
;®
讅
會
ビ
社
會
議
會
ビ
0:
-
.兩
者
に
對
す
る
問
題
，

.

中
«

も
重
大
«-

る
一
，は
財
政
に
晦
す
る
も
の
な
り」

凡

：

|

 

て

の

國

家

粗

稅

の

賦

課

並

び

，に

徵

收

は

社

會

議

#

の
手
. 

k

委
ね
.

ら
办
同
_

會
は
.

公
有
物
«

る
®
家
資
源
ょ
り
獲
一 

ら
る
る
收
入
额
X

公

共

經

營
k

於

け

.る

諸

產

業

並

び

に

' 

動
務
の
損
益
农
ビ
を
併
せ
で
兹
に
國
家
财
政
の
歲
ス
歲
I 

■

«
對
照
表
を
勝
a
す
可
き
も
の
"な
x
-.
:°

從

て

政

治

議

會 

は
自
己
の
'監
督
变
配
の
で
に
お
る
勸
務
ぼ
關
し
て
次
年 

度
に
必
要
ビ
認
め
&
る
る
可
&
徽
.歲
出
を
查
定
し
て
之

銥
汁3£
卷

.(

，八
七
五..

)

._ 
_

錄

1
家
機
能0
こ
太
分
岐

:
:
Hを
社
會
議
會
に
提
出
す
。
後
者
は
そ
の
總
額
を
受
諸 

す
る
事
あ
る
可
く
そ
の
場
合
に
は
此
の
額
を
豫
算
に
算 

ス
し
て
之
れ
^
必
要
な
る
歲
入
を
舉
ぐ
る
施
設
を
な
す 

R
至
る
。
斯
の
如
く
提
出
せ
ら
^
れ
る
费
目
に
就
て
は 

.

細
目
に
l:
1!
)
て
修
疋
す
る
權
能
は
社
會
«
會
k
與
へ
ら 

.る

.
> 
必
嬰
な
し > 」

雖
も
後
者
！

1

會
が
適
當
ど

信
す
る

時 

に
淤
て
は
此
の
請
求
總
額
に
對
し
ヤ
反
對
を
表
示
す
る 

を
許
容
せ
ら
な
V
の

必

要

あ

、
る

-ベ
し
。
か
く
總
额
に
對 

す
る
反
對
の
場
合
に
於
て
は
其
の
細
^

就̂
て
の
論
議
. 

.は
之
れ
を
免
れ
得
ざ
る
可
し
。
社
會
«
會
は
政治

！！

會 

の
要
求
が
國
家
資
源
^

,現
在
並
び
將
來
0'
利
益
に
對 

し
て
、
過
多
に
し
て
布
齊
な
る
與
擔
を
加
ふ
る
名
の
な
. 

り
ビ
論
ず
る
を
許
さ
れ
ざ
る
可
か
ら
す
o
激
し
兩
議
# 

.0

.協
_
の
後
^
此
の
總
额
の
決
定
を
見
ざ
る
場
合
^
於 

て
は
そ
の
栩
違
は
合
阆
會
議
の
召
集
に
於
て
雨
議
會
の 

議
員
の
總
投
M

R依
て
涣
箄
せ

ら

る
\
を
得
可
し
。』 

(

同
一
ニ
茧
實)

。

： 

.

.

第

六

独

】
」

3£



谘

十

羞

(

，
八
七
.六
.)

嫌

錄

國

家

機

能

の

ニ

大

分

哎-

, 

,

第」

、
城 

一

二

、

:
,
.斯
の
如
&
兩
院
の
合
同
龠
_
は
憲
法
の
修
疋
等
.
R
就 

き
て
も
亦
必
要
ビ
せ
ら
る
、
所
«
る
が
斯
の
如
く
立
法
'
:
. 

の
權
威
を
同
格
等
位
の
兩
議
龠
に
分
與
す
る
^
當
^
て 

.は
玆
に
異
常
の
困
難
を
生
す
る
ば
免
れ
得
ざ
る
所
に
し 

て

兩

議

會

は

不

斷

の

停

滯

に

遒

猶

し

又

最

;#
の

權

ヵ

は

一 

結
局「S

布
の
.力」

に
伴
ふ
の
辦
货
あ
る
も
之
は
一
一
院
制 

度
味
ょ
る
立
法
飢
織
の
.如
何
な
る
形
體
^
も

固

有

の

問

一
 

題
な
り
。
，
さ
れ
ば
第
一1

院
制(

s
s
i
c
o
n
d
n
h
a
m
b
e
r
)

の
存 

績
を
認
む
も
者
並
び
に
地
方
讁
會
の
設
骰
を
主
張
す
る| 

满

は

到

底

此

鋪

の

一

一

院

制

度

を

非

■
す
可
き
論
理
的
铿| 

由
を
有
せ
す
。
劳
し
斯
ぐ
の
如
き
#

®
を
脱
れ
ん
と
欲

\ 

せS

寧

ろ

今

こ

、

に

修

疋

を

要

求

;1
.
つ
>
あ

る

现

在

の
\

ー
|%
;

制
度
の
#
a：
を

可
^
ず

る

：もの
：な
り
。
し

か

も

斯

一
 

の
如
き
，
一
院
制
度
の
無
爲
無
能
な
る
は
之
れ

4>
..如
何
ビ 

も
す
可
か
らざ
る

祟
旣
述
の如
し
。(

本
誌
前
號
參照〕

。

.
政

歡

議

會

趴

社

會

議

會

に

，對

す

る

.關

係

は

普

通

の

意
_ 

味

に

於
-«
る
第
ー
一
院
の
性
質
:̂

有
す
る
も
の
に
.非
ず
。

等
し
く
後
者
は
前
漭
に
.對
し
て
邦
の
關
係
に
立
づ
も
の 

に
も
非
ず
。
菩
人
は
雨
議
會
に
.對
し
て
各
自
典
の
權
限 

'內
に
於V

第

二

院

の

：存

在

：の

必

要

を

見

中

。

第

1

ー
院
が 

ょ
し
法
案
に
於
け
る
鉛
誤
又
は
脱
：漏
を
校
正
し
或
は
國 

.家
的
法
#

k
關
し
て
不
當
の
議
事
促
迨
乂
は
疑
惑
の
存 

す
る
場
合
に
議
案
の
保
留
を
爲
す
が
如
き
、
與
へ
ら
れ 

た
る
職
權
內
に
制
限
せ
.ら
る
、
と
す
る
も
恐
ら
く
過
去 

の
、
.分
立
せ
し
國
家
的
階
級(

«
&
^
5 

o
f

 the R
e
a
l
m
)

 

の
歷
史
的
泥
同
に
®
く

の

煤

め

か

往

々

民

韋

的

_

會

の 

決
定
の
本
質
並
び
R
利
益
に
對
し
て
其
れ
自
身
の
意
見 

を
表
す
を
敢
て
し
、
か
く
の
如
く
分
岐
せ
る
意
兒
は
議 

拿
の
進
行
を
妨
げ
惡
感
並
び
に
避
滯
を
生
ず
る
に
M
る 

な
ぅ
。(
亂 
一
.ニ
七—

八
頁
參
照)

.
英
诗
'利
e
會
が
上
下
兩
院
0 -

議
院
制
ょ
り
な
る
に
も 

拘
ら
ず
ゥ
モ
ッ
.
プ
^
:
^
議
會
の
行
動
を
批
判
す
る
に
常
て 

拾
も
一
院
組
織
に
對
す
る
が
如
き
態
度
を
以
て
そ
の
缺 

陷
を
，
指

摘じ
た
る
ば
彼
が
上
院(

T
h
e

 H
o
u
s
e

 of L
o
r
d
s
)

を
以
て
純
然
た
る
意
義
の
第
一一

院
ビ
親
せ
ず
、
之
れ
を 

へ

上

述

の

歷

史

的

階

級

的

存

在

ど

認

：：

め

；

X

同
書
六1

ー
慕 

照)
::

か

>
る
意
義
の
上
院
が
來
る
可
き
®:
會
R
於

T ,
存 

在
を
喃
せ
ざ
る
も
の
な
る
^
豫
期
せ
る
ド
^
な
ぅ
.
^
^

1,1;

〇
.丨j

頁
參
照)

。
 

、

吾
人
は
最
後
に
斯
の
如
き
職
能
的
區
別
：に
ょ

る

國

家： 

機
關
の
改
造
が
個
人
に
對
す
る
關
係
?:
明
か
^
^
て
此
一 

の
稿
を
終
&
ん
ビ
す
。
 

\ 

稠
密
^
る
人
ロ
ど
複
雜
な
る
組
織
を
有
す
る
近
代
祉，| 

會
に
.於

て

：
：
一

個

人

の

自

由

が

不

斷

の

危

險

に

：
暴

露

せ
ら
：：

| 

る

る

は

：免

れ

難

き

所
^
し
：や

：

『

政

肥

©
職

能

並

伙

に

都 

市

企

業

、

大

規

模

の

職

業

的

組

織

に

於

，げ

る

著

し

5
膨

\ 

.

大
R
對
し
て
當
然
起
^N

得
可
き
危
懼
の
，一
は
個
人
の
生 

ff
k
及
す
楚
等
梢
力
^
勢
力
が
斯
ぐ
て
«
制

的
-«
度

的
 

R
一
なら
ん
ミ

ず

る事
な
ぅ

。
，：
，
：
.
生

室

；
、
內

閣

「

下

院

並

に
シ
グ
パ
ル
サ
ー
グ
ィ
ス
等
^
現
在
0;
權
办
が
產
業
資
.
. 

'

第

十

觅

涖(

八
七

七)

雜

錄

，

國
i

tf
e

の
ニ
大

本
の
所
有
及
び
管
理
に
適
用
せ
ら
る
、
に
至
ら
ば
固
人 

は
自
ら
全
く
自
己
0
無
援
を
容
易
に
見
出
し
得
可
し
。 

斯

0
如
き
は
事
實
今
日
の
殆
i
凡
て
の
立
法
の
傾
向
に 

し
.て
1,
會
#
.義
，的

憲

の

..如

何

^

拘

ら

す

斯

か

る

^

險 

|

は
防
護
せ
ら
る
べ
き
も
0
な
ぅ
。』(

同

1
.四
〇
頁)

、

\

 

. 

'

ゥ
土 

"
ブ

は

新

し

き

議

倉

組

織

が

個

人

の

自

由

を

保 

Z.證

し
..
#

る
カ
あ
る
事
を
認
め
、

;
:

『

新
し
.き
法
令
的
違
法
行
爲
を
规
定
す
る
に
肅
b
て 

個
人
の
現
在
有
せ
る
自
出
を
減
少
せ
ん
と
す
る
提
案
を 

，輕
々
に
法
锁
S
な

す

可

か

ち

ざ

る

は

終

局

ニ

.^
て

も

て
 

關
係
あ
る
も
の
に
對
す
る
利
益
^
る
.ベ
し
。
少
な
く

 ̂

も
社
會
、
-3
£
義
者
は
卣
协(

€
員
.又
は
保
守
黨
員
ど
等
し
く 

:現
在
の
精
神
的
物
質
的
魔
遇
の
改
善
又
は
來
る
可
&
騎 

代
に
業
す
る
*
.設
に
;%
*
す
る
.，の
絶
锻
社
會
a
#

の
往 

々
導
か
れ
易
き
熟
ホV

、

又
等
し
く
支
障
を
排
除
す
る 

に
熱
心
な
る
或
は「

«
#•
の
法
令
^
ょ

..り
て
民
衆
を
善 

導
せ
ん」

ビ
企
.つ
；る
行
政
_
體
の
.熱
狂
ビ
R
對
し
て
個 

分
岐
： 

笫
六
魏•

1
.
1

七
.



竿
五
#

(

八
七 <

)

雜

錄

嘲
家
機
能
のII

大
分
峡 

：
 

樊

璐

，ニ
べ

人
的
自S
を
保
護
す
る
に
热
虛
す
る
も
の
な
6
.
0 

.

斯

0
. 

如
く
し
て
公
共
的
動
務
を
任
意
^
適
當
の
方
法
に
紕
織 

::
'
し
及
び
必
鑛
な
る
貨
物
又
は
勸
務
の
■
類
性
質
を
提
供
：

;
す

：る

；
は

社

會

讓

®
の

自
tl
-
!
た

る

可

き

も

特

殊

公

典

動

務 

’

の
利
用
を
課
刑
の
规
定
の
下
忆
立
法
的
に
强
制
せ
ん
ヒ
' 

す
る
.が
如
^
;或
は
他
の
方
法
^
ょ
つ
て
供
給
せ
ら
る
V 

- 

を
以
て
當
該
勤
務
に
對
す
る
1
0犯
罪
と
す
る
が
如
き 

，は
司
法
主
務
宫
の
商
議
を
必
婴
ご
す
，る
政
治
議
會
の
協 

、

/ '

賛
を
經
る
事
な
く
し
て
は
社
會
«
會
の
權
限
內
に
#
ず

： 

る
も
の
、に
.非
す
。1:

(

同
：一
二
八
i
九
頁〕

»
セ
政
治
議
會
ヵ
個
人
の
自
^
に
_
す
，る
侵
害
ビ
し
:̂ 

て
ぱ
國
際
肋
に
國
民
的
利
害
を
維
持
す
る
の
餘
り
國
家 

の
資
泥
の
大
劍
分
を
取
備
又
W
他
國
に

對
す
る
侵
略
政 

策
の
莫
大
な
る
經
费
に
充
當
せ
ん
ど
す
る
傾
向
あ
る
事 

な
り
。
然
れ
共
祉
兪
議
會
が
國
家
的
資
源
の
管
领
權
を 

:;
拿
振
す
る
が
故
に
個
人
^
對
し
て
如
何
な
る
租
稅
が
贼 

課
せ
ら

-5
>.
を
要
す
る
^'
を
決
定
す
る
«
カ
を
有
す
各

も

の

，
は

社

會

識

龠

に

：し

て

政

治

«
會

が

ま

會«

#
に
,
c 

の

熱

致

のl

r
を

提

：

ti

し

て

承
if
を

^

め

然

る

後

之

れ
 

‘，..に
.樂
す
る
必
要
な
る
*
金

a

f
if
.'5
:
^
求
す
る
を
得
る 

も
の
ビ
せ
る
は
之
れ
に
依
り
て
社
會
に
於
け
る
興
り
た 

る
.凡
て
の
利
«
、
希
盤
.の

躱

农

は

_

々

適

诳

に

比

較

也
 

ら
れ
砰
最
せ
ら
れ
得
可
き
を
^
.的
ど
す
れ
ば
な
り
。

つ
，
如
上
一
一
個
の
：.場

合

に

於

て

何

等

外

在

的

權

威

又

は

特
 

.權

的

部

分

に

訴

、
へ

中

し

て

、

興

な

り

た

石

方

法

^

依

り 

:

て
自
力
.ら
符
織
.せ
.ら
れ
扣
る
■社
會
.の
、
選
出
せ
ら
れ
し 

代
表
者
ご
交
渉
す
る
事
は
11
:
'會
_
會
政
治
雛
會
に
於
で 

:
不

當

の

熱

中

ビ

务

固

國

家

資

源

；の

過

當

の

吸

引

ど

の

結 

果
に
紫
1

グ•
存
も
不
力
に
し
て
sy
み
.
^
可
き
保
證
を
與 

;
べ
ん
S
ず
る
も
の
な
b
。(

同
一
一
一
九
.丨
三
〇
頁
、
同
じ 

四

三

丨

四

見

參

照，

)

.

更
に
，ソ
エ
ッ
ブ
は
斯
か
'る
意
«

の
用
院
對
立
の
利
益 

ビ

し

て

そ

は

一

院

制

の

議

會

.の

海

能

^

し

て

且

橫

■

.
に 

對
す
^
最
も
必
要
な
る
燏
疋
策
ビ
な
る
點
を
餐
げ
進
ん
.

で
國
家
機
關
分
裂
後
の
國
家
が
產
業
带
議
に
關
す
る
態
/ 

度

^
就
‘て
大
な
名
利
益
を
有
す
る
點
を
拇
げ
た
り
。

『

'多
數

办

-男

女

刚̂
が
膣
接
に
麗
傭
せ
ら
る
、
國
家 

は
借
も
明
臼
な
る
.公
典
的
性
質
を
有
す
.る
勸
務
を
赞1

 

す
^
に
：當
り
も
之
^

對
す
るj

:

の
反
對
は
政
府
が
秩
序
一 

.の
_納
拽
に
r
し
.て
公
平
の
立
%
を
.失
ふ
可
しVJ

す
る
.も

j 

の

な

り

。

』

斯

の

如

き

？
！
前

褫
k
述
ベ
た
る
•が
如
ぐ
勞
働 

筚
離
R
對
し
て
國
家
’か
武
力
的
態
度
を
執
る
事
の
危
臉 

,に
«
く

も

：
.
の

な

る

が

『

他
方
社

都

は

文1
職

槳

に

依

る| 

侵
#;
に
對
し
て
保
霞
せ
ら
るA

必
要
あ
る
が
故
に
法
#

| 

秩
序
0

«特
に
大
な
る
刹
害
關
係
釔
有
し
か
到
0
際
^

. ™
- 

は
政
勝
の
，敗
北
を
默
容
し
ぅ
る
も
の
に
非
ず
。：
此
の
理 

由
を
主
ビ
：U

V
法
#
狹

序

；の

維

持

吹

責

任

を

洧

し

國

家

へ

：：
 

武
力
の
支
配
猶
を
.有
す
る
.行
政
府
並
び
に
議
會
は
.國
ま
 

.
0
靡
業
及
び
公
共
動
務
の
行
爲
に
：就
て
自
己
の
寶
汪
を
、
 

有
す
可
&
も
の
に
非
す
彼
等
は
郵
使
勞
纖
者
ヾ」

其
0
備
' 

主
：、1鐡
禮
從
業
員
ビ
此
の
菌
婴
な
：る
公
共
勸
務
0
管
理

,

第
十
五
'卷

.... 

Z

::

實
饪
者
、
炎
坑
夫VJ

趾
會
が
規
則
正
し
く
其
の
要
求
す 

る
石
炭
を
得
つ
、
ぁ
^
や̂
否
や
を
盘
視
す
可
&
責
任
者 

而
し
て
一
般
的
に
一
部
國
K
ど
そ
の
他
の
部
分
、
ど
の 

間
の
爭
議
R
關
し
て
は
連
鎞
せ
&
れ
ざ
る
を
耍
す
。
.
。
 

.へ

.:

か 
<
て
國
家
的
通
傭
關
係
に
.ぁ
る

人
々

の
同
脱
褪 

業
は
法
雜
妷
序
に
對
し
て
責
任
を
有
し
常
備
渾
の
武
力 

を
擁
せ
る
政
府
或
は
此
»
:の
政
府
を
支
配
す
可
§
國
民 

議
會
R
對
す
る
罷
業
k
非
ず
し
て
邦
は
主
ビ
し
て
産
業
，
 

，又
は
勸
務
^
關

す

るNational 

B
o
a
r
d

に
對
し
第
ニ 

に
は
彼
等
の
建
物
、
淹
業
設
備
を
保
護
す
る
爲
め
に
響 

官
及
び
軍
隊
を
招
集
す
る
に
就
て
は
地
方
官
廳
乂
は
共
：
 

同
組
合
に
比
しy

劣
る
所
な
し
ミ
す
.る
‘

決
し
て
之
に 

優
さ
れ
、.る
權
刺
を
：有
せ
ざ
る
、
全
く
獨
立
の
社
會
讖
會 

及
ぴ
そ
の
該
常
置
麥
員
會
に
對
し
て
褪
業
す

.る
も
0
な 

り
。

』

：，

(

同
ー
：
四
ニ—

三

' ®
.

か

く

て『

刑
法
に
ょ
つ
て
個
人
の
上
化
運
用
せ
ら
る 

S

國
.

家
_

.

權
方
*

「

物
1_
,

の
管
理
'

^

依
:!
>

.

.

て
っ
物
し
の
±

k

第
六
魏
ゝ
；

i
1

九

•

C

八
七
九
、)

ゾ
雜
.

錄
國
家
機
能
の
ニ
大
分
岐



筋
十
S
 

.

(

八
八
〇)

.
雜
.

錄

.
國
象
機
能
2
J大
分
咬

運
用
せ
6
る
可
き
_
家
的
權
カ
と
區
別
し
分
離
す
る
.は 

製
ま
し
き
.事
な
.
6
。
刑
法
の
適
用
を
委
ね
ら
れ
た
る
社 

舍
機
關
は
猶
濟
的
洒
#
.的
管
莉
を
1 *
拿
す
る

ll
t
機
關 

に
侬
b
て
、委
ね
ら
れ
た
る
が
如
5
場
合
を
除
く
外「

物」 

の
上
に
何
等
權
カ
を
有
す
”
き
も
の
に
非
ず
。
反
對
k 

.

「

物
し
の
管
规
を
司
厶
舭
會
機
關
ば
他
の
紙
會
機
關
に
對
：
 

し
て
責
任
を
有
す
る

.

主
務
宵
、
及
び
そ
の
機
關
に
ょ
り 

て
與
へ
ら
れ
た
る
刑
法
0
下
に
あ
る
司
法
廳
ど
交
涉
す 

る
以
外
に
，は
法
#
を

用

.ひ

て

個

人

を

强

制

す

る

權

カ

を 

有

す

る

も

の

に

非

ず

。

』
(

同

一
三
〇

頁)

.

以
上
は
國
家
機
關
の
改
造
^
對

す

る

，ソ

ッ

H

ブ
の
提 

案

0
槪
耍
^
過
ず
。
st
k
進
ん
で
は
新
祉
會
に
於
け
る 

ft
-4
:
勒
織
w

a

»者
勒
..合
.、「

.油
®;
者
紐
.合
0 .
.職
務
地
方 

自
治
削
の
改
造
並
び
S

等

紕

織

の

相

互

の

蹴

係

に

：就 

-

て
硏
究
す
可
&
.諸
點
を
藏
す
る
內
に
卑
や
く
も
集
康
ま
，
 

義
的
國
家
に
對
す
る
ギ
ル
ド
齔
會
主
義
の
批
評
ぁ
り
。

,
產
業
國
家
--
0
研
究
は
か
く
て
益
：々

興
味
を
f

す

が
如 

し
。
幸
^
ゥH

ッ
ブ
を
中
心
ヒ
し
て
の
集
產
主
義
に
加 

へ
ら
れ
れ
る.
批
評
.̂

し

て

'
の

ギ

ル

ド

社

會

主

義

の

國

家
 

觀

に

就

て

は

加

田

忠

臣

，氏

本

誌

の

第

拾

四

卷

第

ニ

、

三 

「

號
に
亘
h
y

て(

殊
に
®
一
一
 
號)

明
快
に
コ
I
ル
の
思
想
を 

I

 , :

紹
介
せ
ら
れ
た
り
。
後
ょ
6
進
む
潢
は
幸

な

る

哉

。
.
筆
 

一
#
は
氏
の
努
力
の
跡
を易

/々； :J

從
ふ
に
依
て
自
己
の
無 

.r  

失
5:
蔽
ふ
も
0
? :
$

。.

j 

土

る
'に

し

て

も

、
_
自

由

主

義

學

派

の

手

に

奪

は

れ

た 

る

國

家

職

能

は

集

產

：主

義
,0
カ

に

侬

て

ょ

り

大

な

る

增
. 

收

を

以

て

國

家

の

手

に

，復

歸

し

た

，る

が

今

や

又

成

は

を 

I
の
一
半
を
削
ら
れ
ん
ど
す
。
-洵
k
塞
翁
が
^
の
故
事
は 

0 

.人
の
身
の
上
^
限
ら
れ
ざ
る
も
の
か
。(

五
月
十
一
日)

.

. 

• 

, 

: 

. 

. 

; 

•

保

險

數

學

の

發

達

.

v

:',:: 

J

::
7

.

V

;

■
Actuarial 

s
c
i
e
n
c
e

は
保
險
、

就
中
生
命
保
險

 ̂

probability

の
法
則
を
龜
用
す
る
こ
ビ
を
S-
'
的VJ

す
■る 

も
の
で
あ
る
。
而
し
て
乙
れ
が
た
め
^
は
先
づ
第
一
に 

死
£
表
を
必
要
ビ
す
る
。
死
£
表
0
最
初
^
作
ら
れ
た 

の
は
中
泄
紀
に
近
&
古
代
^
あ
る
。：彼
の
.

s
p
i
a
n

が
三 

'六
四
年
に
作
成
し
た
の
が
そ
れ
で
^
る
。
然
しUipiarv 

.
の
計
算
ば
頗
る
節
祺
で
あ
つ
て
科
學
的
な

-̂
の
ビ£

ふ
：
 

乙

ビ
が
出
來
な
い
。

.次

い

で

现

は

れ

た

の

は

o
e 

Witt 

_
Q 死
c
表
で
あ
る
。

彼

は

o
r
a
n
d

 

Pensionary 

o
f Holland 

.and 

W
e
s
t

 

Friesland 

の
'
® こ
在
つ
。

て
當
時
販
K
せ
ら
れ
て
居
.つ
た

年

金

の

.價

格

が

不

完

全 

に
し
て
採
用
す
ベ
か
ら
ざ
る
t

0
で
あ
る
こ
&
を
認
め

./
第
*

b

五
卷
' .

r

八
八一

,)

雜

.
錄

，.
保
險
數
學
の
■發
：

.:

大
改
革
を
施
す
た
め
に
調
奄
を
始
め
た
の
で
あ
つ
た
。 

彼

の

調

奔

は

一

六

七

ー

年

^

完

成

し

公

表

の

連

び

に

及 

ん
た
0
こ
れ
はP

a
s
c
a
l

の
文
書
の
如
きprobability 

に
關
す
る
册
子
の
現
は
れ
て
か
ら
幾
部
も

經
過
し
て
は 

| 

居
な
い
。^

^.J
a
c
o
b
B
e
r
n
o
u
l
I
i
0
」
，A
r
s

 

conjec- 

| 

tandi 

e
ビ
稱
す
る
最
初
のprobability

に
関
す
る
著 

名
な
る
著
作
の
公
刊
せo

れ
た
る
一
七 

一
ニ
年
に
先
つ 

|

こ
？
實
に
四
十
年
以
上
の
昔
で
あ
る
。
故

にactuarial 

一

--
o
s
c
eは'
 D

e

 

W
i
t
t

に
始
ま
る
の
み
な
S
す
斯
學
の 

|

*
礎
を
形
成
し
て
多
大
の
貢
献
を
な
し
た
も
の
で
あ
る 

| 

W

い
ふ
こ
と
が
出
來
る
。
何
故
な
れ
ば
彼
は
新
し
く 

probability

の
极
本
的
法
則
を
完
成
せ
し
め
た
る
も
の 

广
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

'

然

.1
,乍
ら
古
いU

i
p
i
a
n

の
說
：が
全
く
*

b
*
ら
れ 

れ
の
で
は
な
い
.。a

c
t
u
a
r
y

が
科
學
的
に
問
題
を
収
极 

ふ

こ

と

を

，
十

分

會

得

し

て

後

に

：も

彼

の

說

は

再

び

現

は 

れ
た
.の
で
あ
る
。

の
：.數
學
者
亦
眞
の
法
則
を

i
v 

ン

,

.

.

■■
'

.

笫
六
總-

.
 
一
 
ニ I


